
全 国 市 議 会 旬 報 第 2251・2号（1）令和 6年 1月 15日号

令和6年
（２０２4年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

1月1５日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町２-4-２
代表 TEL ０３ （３２６２） 5２３4
旬報 TEL ０３ （３２６２） 5２３7
発行人　橋 本　嘉 一
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2251・2

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長

坊

 

恭

寿

（
神
戸
市
会
議
長
）

年

頭
に
あ

た
り

年

頭
に
あ

た
り

六甲山から望む神戸市内の景色（写真提供：神戸市）

頌　　春頌　　春

新
年
を
迎
え
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
年
初
に
発
生
し
た
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

被
災
地
域
の
皆
様
の
安
心
安
全
の
確
保
、
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、全
国
市
議
会
議
長
会
の
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
各
市
議
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

住
民
福
祉
の
向
上
や
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
を
乗
り
越
え
、
雇
用
・
所

得
環
境
が
改
善
す
る
中
で
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
・
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
、
依
然
と
し
て
地
域
経
済
や
国
民
生
活
は
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
自
治
体
で
は
、こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
新
た
な
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
し
つ
つ
、
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
地
方
創
生
の
推
進
、こ
ど
も・子
育
て
政
策
の
強
化
や
福
祉・医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
防
災・減
災
対
策
の
推
進
な
ど
に
、
計
画
的・持
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
令
和
６
年

度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
、税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方

税
体
系
の
構
築
、
地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
・
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
の
確
保
充
実
な
ど
、地
方
税
財
政
の
充
実
を
国

に
対
し
強
く
求
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

政
府
に
お
い
て
は
、
昨
年
11
月
２
日
に
、
事
業
規
模
37・4
兆
円
程
度
、
国・

地
方
あ
わ
せ
た
財
政
支
出
21
・
８
兆
円
程
度
か
ら
な
る
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
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た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
を
閣
議
決
定
し
、こ
の
経
済
対
策

の
裏
付
け
と
な
る
令
和
５
年
度
補
正
予
算
が
編
成
さ
れ
ま

し
た
。

地
方
税
財
政
の
関
係
で
は
、
こ
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、

国
税
収
入
の
決
算
等
に
伴
い
地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
る

と
と
も
に
、歳
出
の
追
加
に
伴
う
地
方
負
担
の
増
加
に
対
す

る
財
政
措
置
の
ほ
か
、デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
増
額
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、昨
年
12
月
14
日
に
与
党
の
「
令
和
６
年
度
税
制
改

正
大
綱
」が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
合
経
済
対
策
の
大
き
な

柱
で
あ
る
国
民
一
人
当
た
り
４
万
円
の
定
額
減
税（
所
得
税

３
万
円
・
個
人
住
民
税
１
万
円
）
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す

が
、焦
点
の
当
該
減
税
に
伴
う
地
方
財
政
へ
の
影
響
に
つ
い

て
、個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
に
よ
る
減
収
額
は
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
り
全
額
国
費
で
補
填
さ
れ
る
と
と
も
に
、所
得

税
の
定
額
減
税
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減
収
は
繰
越
金
及

び
自
然
増
収
に
よ
る
法
定
率
分
の
増
に
よ
り
対
応
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、令
和
６
年
度
当
初
予
算
案
に
お
け
る
地
方
財
政

対
策
に
お
い
て
、
歳
入
面
で
は
、
厳
し
い
地
方
財
政
に
配
慮

し
、地
方
交
付
税
は
前
年
度
比
０・３
兆
円
増
の
18・７
兆
円

と
さ
れ
、
地
方
税
・
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財

源
総
額
（
交
付
団
体
ベ
ー
ス
）
は
前
年
度
を
０・６
兆
円
上

回
る
62・７
兆
円
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。特
に
、臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
が
過
去
最
低
の
０・５
兆
円
に
ま
で
抑
制
さ
れ

た
こ
と
は
、地
方
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
大
き
な
前
進
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政

策
に
つ
い
て
、「
こ
ど
も・子
育
て
支
援
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の

実
施
に
伴
う
地
方
負
担
分
（
２
０
０
０
億
円
）
に
加
え
、単

独
事
業
の
経
費
が
手
当
て
さ
れ
る（
ソ
フ
ト
分
１
０
０
０
億

円
及
び
ハ
ー
ド
分
５
０
０
億
円
）
と
と
も
に
、人
件
費
の
増

加（
職
員
の
給
与
改
定
及
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手

当
）
や
物
価
高
へ
の
対
応
な
ど
、地
方
の
歳
出
が
大
き
く
伸

び
る
状
況
を
考
慮
し
た
財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、こ
れ
ら
の
国
の
経
済
対
策
や
予

算
及
び
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え
、直
面
す
る
諸
課
題
に
も

対
応
し
充
実
し
た
予
算
編
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
各
災
害
に
よ

る
被
災
自
治
体
に
お
か
れ
て
は
、災
害
関
連
の
予
算
が
計
上

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
地
方
議
会
を
取
り
巻
く
情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す

と
、
社
会
経
済
の
急
速
な
構
造
変
化
を
背
景
に
、
地
方
議
会

に
は
多
様
化
す
る
民
意
の
集
約
と
行
政
へ
の
反
映
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
や
女
性
、会
社
員
な
ど
多
様
な
人
材

の
市
議
会
へ
の
参
画
を
促
進
し
、議
会
を
活
性
化
す
る
こ
と

は
、
多
く
の
市
議
会
に
共
通
の
緊
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

地
方
議
会
の
役
割
や
議
員
の
職
務
等
の
明
確
化
に
つ
い
て

は
、昨
年
の
通
常
国
会
で
地
方
自
治
法
の
改
正
が
実
現
し
ま

し
た
が
、
昨
年
春
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
女
性

議
員
の
躍
進
が
見
ら
れ
た
一
方
で
、投
票
率
の
低
下
や
無
投

票
当
選
者
の
増
加
な
ど
、議
会
へ
の
関
心
の
低
下
や
議
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
自
治
法
の
改
正
に
つ
い
て
十
分
に
周
知
を
図
る
と

と
も
に
、
地
方
議
会
に
対
す
る
住
民
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
促
進
の
一
助
と
す
る

た
め
、
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
町
村
議
会
議
長
会
と
と
も

に
三
議
長
会
が
一
体
と
な
っ
て
、主
権
者
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

議
員
自
ら
が
積
極
的
に
携
わ
り
、
議
会
・
議
員
の
活
動
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。各
市
議
会
に
お
か
れ

て
は
、将
来
の
地
方
自
治
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し

て
主
権
者
教
育
の
推
進
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
下
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
日
、
就
業
者
の
９
割
を
会
社
員
等
の
被
用
者
が

占
め
て
お
り
、市
議
会
議
員
の
な
り
手
も
会
社
員
等
か
ら
の

転
身
者
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。会
社
員
等
が
議
員
に
転
身

し
て
も
切
れ
目
な
く
厚
生
年
金
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、家
族
の
将
来
や
老
後
の
生
活
を
心
配
す
る
こ
と
な
く

議
員
に
立
候
補
し
、議
員
活
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画
を

促
す
上
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
５
年
ぶ
り
に
公
的
年
金
制
度
の
財
政
検
証
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、検
証
結
果
が
そ
の
後
の
年
金
制
度
改
革
に

繋
が
っ
て
い
く
重
要
な
年
に
当
た
り
ま
す
。勤
労
者
皆
保
険

の
観
点
か
ら
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
が
検
討
事
項
の
一

つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
年
金
制
度
全
般

の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
併
せ
て
、多
く
の
市

議
会
に
お
い
て
意
見
書
を
採
択
し
て
い
た
だ
き
、厚
生
年
金

へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
実
現
に
向
け
て
一
歩
一
歩
着

実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域
経
済
の
本
格
的

な
再
生
と
と
も
に
、各
市
及
び
各
市
議
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、 ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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年
頭
所
感

松
本　

剛
明

総
務
大
臣

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
総
務
大
臣
を

拝
命
し
ま
し
た
、
松
本
剛
明

で
す
。

今
回
の
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
お
き
ま
し
て
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ご
遺

族
に
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

救
命
・
救
助
活
動
や
被
災

者
が
直
面
す
る
課
題
の
解
決

に
総
務
省
の
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
地
方
財
政

対
策
に
お
い
て
は
、
給
与
改

定
に
伴
う
給
与
関
係
経
費
の

増
や
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

脱
炭
素
化
の
推
進
、
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
の
強
化
な

ど
を
踏
ま
え
、
地
方
自
治
体

が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
一

般
財
源
総
額
に
つ
い
て
、
交

付
団
体
ベ
ー
ス
で
、
前
年
度

を
０・６
兆
円
上
回
る
62
・

７
兆
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
地
方
交
付

税
総
額
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
を
０・３
兆
円
上
回
る

18・７
兆
円
を
確
保
し
、特
例

的
な
地
方
債
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
発

行
額
を
０・５
兆
円
と
し
、前

年
度
か
ら
０・５
兆
円
抑
制

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
政
策
課
題
で

あ
っ
た
、こ
ど
も・子
育
て
政

策
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
加

速
化
プ
ラ
ン
の
実
施
に
必
要

な
地
方
財
源
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
必
要
な
単
独
事
業

の
経
費
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト

分
と
し
て
１
０
０
０
億
円
、

ハ
ー
ド
分
と
し
て
５
０
０
億

円
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か

れ
て
は
、
今
回
の
対
策
を
踏

ま
え
、
地
域
の
課
題
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
税
制
改
正
に

お
い
て
は
、
個
人
住
民
税
の

定
額
減
税
に
係
る
制
度
の

詳
細
が
示
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
円
滑
な
実
施
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
外
形
標
準
課
税

に
つ
い
て
、
減
資
に
よ
る
対

象
法
人
数
の
減
少
等
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
適
用
対

象
法
人
の
基
準
を
見
直
す
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
土
地
に
係
る
固
定
資
産

税
の
負
担
調
整
措
置
を
３
年

延
長
す
る
な
ど
の
措
置
を
講

じ
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
住
民
生
活
に

密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

支
え
る
地
方
公
共
団
体
の
税

収
を
し
っ
か
り
確
保
す
る
と

と
も
に
、
税
源
の
偏
在
性
が

小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地

方
税
体
系
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
す
。 

地
方
制
度
調
査
会
で
は
、

社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
、
感
染
症
対
応
で
直
面

し
た
課
題
等
を
踏
ま
え
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
の
経
済
社
会
に

的
確
に
対
応
す
る
観
点
か
ら

必
要
と
な
る
地
方
制
度
の
在

り
方
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ

れ
、
昨
年
末
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
の
経
済
社
会
に
対
応
す
る

地
方
制
度
の
あ
り
方
に
関
す

る
答
申
」
が
岸
田
総
理
に
手

交
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
の
趣

旨
の
実
現
に
向
け
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

人
口
構
造
等
の
変
化
や
リ

ス
ク
に
対
応
し
、
未
来
を
明

る
く
で
き
る
よ
う
に
、
持
続

可
能
な
形
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
、
地
方
団

体
間
の
多
様
な
広
域
連
携
も

進
め
ま
す
。

地
方
へ
の
人
の
流
れ
の
創

出
、
拡
大
は
重
要
な
政
策

テ
ー
マ
で
す
。

総
務
省
と
し
て
も
、
デ
ジ

タ
ル
の
力
を
最
大
限
に
活
用

し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
の
維

持
・
強
化
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
り
、
社
会
変
革
を

実
現
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
行
財

政
改
革
」
に
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

等
が
進
む
中
、
持
続
可
能
で

夢
が
持
て
る
地
域
社
会
を
形

成
す
る
た
め
に
、
地
域
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
を
図
り
ま
す
。 

ま
ず
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
が

ひ
っ
迫
し
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
自
治
体
に
お
け
る
計

画
的
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
確

保
・
育
成
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ま
た
、自
治
体
が
自
立
的・

持
続
的
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決

や
価
値
創
造
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
都
道
府
県
と
市
町
村

が
連
携
し
た
推
進
体
制
の
構

築
に
も
強
力
に
支
援
し
て
い

ま
い
り
ま
す
。

自
治
体
行
政
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
等
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ロ
ン

ト
ヤ
ー
ド
」
の
改
革
を
積
極

的
に
進
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
利
便
性
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
原
則
令
和
７
年
度

ま
で
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
へ
の
円
滑

か
つ
安
全
な
移
行
に
向
け
、

関
係
省
庁
と
連
携
し
、
引
き

続
き
、
地
方
団
体
の
取
組
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
社
会
の
課
題
解
決
や

成
長
に
つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
や
優
良
事
例
の
横
展
開
等

に
よ
り
、
省
を
挙
げ
て
、
全

国
の
地
域
課
題
の
解
決
に
資

す
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
の
活
力
を
維
持
し
て

安
全
・
安
心
な
く
ら
し
を
確

保
す
る
、
防
災・減
災
、
国
土

強
靱
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

近
年
の
災
害
の
激
甚
化
・

頻
発
化
を
踏
ま
え
る
と
、
最

前
線
で
国
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
消
防
の
果
た
す
役
割

は
増
大
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
緊
急
消
防
援

助
隊
や
常
備
消
防
の
充
実
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災

力
の
向
上
に
全
力
を
挙
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
防
災
力
の
充

実
強
化
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ

を
推
進
し
あ
わ
せ
て
、
被
災

団
体
に
必
要
な
消
防
部
隊
や

応
援
職
員
を
円
滑
に
派
遣
で

き
る
よ
う
取
り
組
む
と
と
も

に
、
ま
た
、
被
災
地
の
復
旧・

復
興
に
向
け
、
被
災
団
体
の

財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
、
地
方
財
政
措
置
を

講
じ
、
適
切
に
対
応
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
災
害
時
の
通
信

手
段
の
確
保・強
靱
化
や
、通

信
基
盤
の
早
期
復
旧
に
向
け

た
官
民
の
連
携
・
協
力
体
制

の
整
備
等
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
祈
念
し
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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河
野　

太
郎

デ

ジ

タ

ル

大

臣

デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
担
当
大
臣

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
担
当
大
臣

年
頭
所
感

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。ま

ず
は
、
令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
よ
り
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
全
て
の
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
皆
様
に
お

か
れ
て
は
、
住
民
の
代
表
と

し
て
地
域
の
活
性
化
に
向
け

て
、
日
々
御
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
９
月
か
ら
、
デ

ジ
タ
ル
大
臣
に
加
え
、
デ
ジ

タ
ル
行
財
政
改
革
、
行
政
改

革
、
規
制
改
革
、
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
改

革
と
デ
ジ
タ
ル
は
非
常
に
相

性
が
良
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

改
革
を
進
め
る
と
き
に
、
Ｅ

Ｂ
Ｐ
Ｍ（
エ
ビ
デ
ン
ス・ベ
ー

ス
ト・ポ
リ
シ
ー・メ
イ
キ
ン

グ
）は
重
要
で
す
し
、そ
の
た

め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
で
デ
ー

タ
を
集
め
る
こ
と
が
必
須
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
昨
年

秋
に
行
っ
た
「
行
政
事
業
レ

ビ
ュ
ー
」で
も
、様
々
な
基
金

の
事
業
が
ど
の
よ
う
な
成
果

を
上
げ
た
の
か
を
検
証
し
よ

う
と
す
る
と
き
に
、
そ
の
よ

う
な
情
報
が
取
れ
な
い
、
あ

る
い
は
大
量
の
情
報
が
紙
で

集
ま
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
入

力
・
分
析
す
る
ま
で
至
っ
て

い
な
い
な
ど
の
実
情
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
行
財
政
改
革
は
、

岸
田
総
理
か
ら
、
利
用
者
起

点
で
改
革
の
メ
ス
を
入
れ
て

ほ
し
い
と
い
う
ご
指
示
が
あ

り
ま
し
た
。

人
口
減
少・高
齢
化
、
過
疎

化
と
い
う
状
況
が
人
手
不
足

に
繋
が
っ
て
お
り
、今
ま
で
と

同
じ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
顕
著
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
物
流
の
問
題
。

配
達
を
続
け
て
い
く
の
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
、
今
ま
で

ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
し
て
い
た

も
の
を
ド
ロ
ー
ン
に
置
き
換

え
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ

り
ま
す
が
、
規
制
で
な
か
な

か
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。今
回
レ
ベ
ル
３・５
と
い

う
新
た
な
区
分
を
作
る
こ
と

で
、
レ
ベ
ル
４
で
な
く
て
も

ド
ロ
ー
ン
で
の
輸
送
が
事
業

化
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
非
常
に
大
き
な
成
果
だ

と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
は
２
割
減
少
し
て
い

る
上
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復

も
あ
り
、
都
市
部
で
は
時
間

帯
に
よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
が
捕

ま
り
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
で
は
、
夜
間
は
そ
も
そ

も
タ
ク
シ
ー
が
な
い
と
い
う

状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。
全

国
各
地
で
移
動
手
段
の
確
保

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、自
動
運
転
の

積
極
的
な
拡
大
、
タ
ク
シ
ー

の
規
制
緩
和
の
三
本
柱
は
必

須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
守

る
べ
き
は
規
制
で
は
な
く
住

民
の
移
動
の
確
保
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
大
臣
と
し
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
全

国
民
の
８
割
近
く
が
取
得
し
、

７
割
近
く
が
健
康
保
険
証
に

紐
付
け
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け

誤
り
で
は
、
自
治
体
の
皆
さ

ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
し
た
。
約
半
年
か

け
、
紐
付
け
の
総
点
検
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
に
点
検
が
完
了
し
た
個

別
デ
ー
タ
８
千
万
件
の
中
で
、

紐
付
け
誤
り
は
８
３
５
１
件

（
０・０
１
％
）
で
し
た
（
判

明
し
た
紐
付
け
誤
り
は
修
正

を
実
施
）。

申
請
手
続
時
に
必
ず
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求
め
る

旨
を
明
確
に
す
る
省
令
改
正

や
、
紐
付
け
誤
り
を
防
ぐ
た

め
の
Ｊ
―
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
シ
ス
テ

ム
改
修
な
ど
の
再
発
防
止
対

策
も
進
め
て
お
り
ま
す
。
究

極
的
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

誤
記
や
誤
入
力
を
防
ぐ
た
め

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
読
ん
で
自
動
入
力

で
き
る
よ
う
な
こ
と
も
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

総
点
検
を
踏
ま
え
て
、
予

定
通
り
本
年
秋
に
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
を
停
止
し
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証

を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移

行
い
た
し
ま
す
。マ
イ
ナ
保
険

証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に

は
、
申
請
な
し
に
資
格
確
認

書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

現
行
の
紙
の
保
険
証
で
良

い
と
思
っ
て
い
る
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。慣
れ
て
い

て
困
っ
て
い
な
い
状
況
で
新

し
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ

と
に
抵
抗
感
が
あ
る
こ
と
は

当
然
と
も
い
え
ま
す
が
、紙
の

保
険
証
で
は
こ
の
先
新
た
な

発
展
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
ご
本

人
の
薬
剤
情
報
や
診
療
情
報

に
基
づ
い
た
医
療
の
質
の
向

上
や
、
な
り
す
ま
し
の
防
止

な
ど
、患
者
側
、医
療
側
の
両

方
に
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
今
後
、
電

子
処
方
箋
や
電
子
カ
ル
テ
の

普
及
・
拡
大
の
核
に
な
る
の

も
マ
イ
ナ
保
険
証
で
す
。

医
療
機
関
の
中
に
は
、マ
イ

ナ
保
険
証
へ
の
対
応
は
大
変

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。マ
イ
ナ
保
険
証
の

利
用
増
加
分
の
支
援
を
補
正

予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。医

療
機
関
の
方
々
に
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
、し
っ
か
り
確
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
の
確
定
申

告
か
ら
、「
書
か
な
い
確
定
申

告
」に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
す
。
国
税
庁
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
源
泉
徴
収
票

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

給
与
所
得
も
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
に

事
前
に
記
入
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
確
定
申

告
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が

あ
ら
か
じ
め
自
動
記
入
さ
れ
、

雑
所
得
の
経
費
だ
け
自
分
で

入
力
す
れ
ば
、
自
動
計
算
し

て
結
果
を
承
認
す
る
こ
と
で

終
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、今
後
さ
ら
に
、デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
国
民
の
利
便

性
の
向
上
と
、行
政
の
業
務
の

効
率
化
が
図
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活

用
し
て
、
地
方
の
社
会
課
題

の
解
決
や
魅
力
向
上
を
目
指

す
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
の
実
現
に
向
け
、民

間
事
業
者
と
連
携
し
た
デ
ジ

タ
ル
実
装
に
も
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。デ
ジ
タ
ル
の
活
用

を
全
国
津
々
浦
々
に
広
げ
る

べ
く
、市
議
の
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
市
議
会
議
員
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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自
見 

は
な
こ

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
方
創
生
）

年
頭
所
感

は
じ
め
に
、
１
月
１
日
の

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の
課

題
に
向
き
合
い
つ
つ
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
地
方
創

生
の
取
組
に
御
理
解
・
御
協

力
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
を
再
生
す
る
た

め
に
は
、
地
方
創
生
を
進

め
、
地
方
が
元
気
に
な
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し

た
様
々
な
取
組
が
全
国
各
地

で
推
進
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
東
京
圏
へ
の
転
入

超
過
は
依
然
と
し
て
継
続
し

て
い
ま
す
。ま
た
、地
方
に
お

い
て
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
過

疎
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱

体
化
、
地
域
経
済
の
縮
小
な

ど
、経
済
的・社
会
的
に
大
き

な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
結
婚
や
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
が
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

や
、
地
域
を
支
え
る
産
業
の

振
興
や
起
業
の
促
進
、
地
方

へ
の
移
住
・
定
住
の
推
進
に

よ
る
人
の
流
れ
の
創
出
、
Ｗ

ｅ
ｌ
ｌ
―
ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
の
視

点
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
っ
た
価

値
観
を
大
切
に
し
た
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
な
ど
は
、
い

ず
れ
も
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
施
策

に
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
地
方
の
魅
力
を
高
め
、

地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
を

創
出
し
、
地
域
の
所
得
を
向

上
さ
せ
る
な
ど
、
地
方
創
生

の
取
組
を
加
速
化
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生

の
成
果
を
最
大
限
に
活
用
し

つ
つ
、
地
方
創
生
の
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
」
の
旗
の

下
、
東
京
圏
へ
の
過
度
な
一

極
集
中
の
是
正
を
図
り
、「
全

国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で

快
適
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
を

目
指
す
と
と
も
に
、
本
構
想

の
実
現
に
向
け
、「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦

略
」
に
基
づ
い
て
、
政
府
一

丸
と
な
っ
て
、
地
域
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
11
月
に
成
立
し
た
令

和
５
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
・
地
方
創
生
関
連

予
算
と
し
て
、
約
７
８
０
億

円
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
」
と
し

て
、
７
３
５
億
円
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
デ

ジ
タ
ル
実
装
の
取
組
を
支
援

す
る
「
デ
ジ
タ
ル
実
装
タ
イ

プ
」
を
３
６
０
億
円
、
施
設

整
備
等
を
支
援
す
る
「
地
方

創
生
拠
点
整
備
タ
イ
プ
」
を

３
０
０
億
円
、
ま
た
新
た

に
、
産
業
構
造
転
換
の
加
速

化
に
資
す
る
半
導
体
等
の
生

産
に
係
る
関
連
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
対
す
る
支
援
と
し

て
、「
地
域
産
業
構
造
転
換
イ

ン
フ
ラ
整
備
推
進
タ
イ
プ
」

60
億
円
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、大
阪・関
西
万
博
の
開
催

を
契
機
と
し
て
地
域
に
お
け

る
観
光
振
興
・
ロ
ー
カ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
人
材
育
成

等
の
地
方
創
生
に
資
す
る
新

た
な
取
組
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、「
地
方
創
生
推
進
タ
イ

プ
」
15
億
円
を
確
保
し
た
と

こ
ろ
で
す
。こ
の
う
ち
、万
博

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
①
最

先
端
技
術
等
の
学
び
を
通
じ

た
若
年
層
の
人
材
育
成
を
図

る
も
の
、
②
外
国
人
観
光
客

等
の
受
入
れ
環
境
整
備
を
行

う
も
の
、
③
万
博
で
紹
介
さ

れ
る
最
先
端
技
術
と
地
域
の

産
業
を
結
び
つ
け
る
こ
と
等

に
よ
り
、
地
域
で
の
起
業
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
・
投

資
誘
発
等
の
産
業
振
興
を
図

る
も
の
の
、
以
上
①
か
ら
③

の
う
ち
２
以
上
を
実
施
す
る

こ
と
を
要
件
と
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
令
和
５
年
度
補
正

予
算
に
お
い
て
は
、
こ
の
他

に
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
物
価
高
に
よ
り
厳
し
い

状
況
に
あ
る
生
活
者
・
事
業

者
へ
の
支
援
に
ご
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
、
物
価
高
対
策

の
た
め
の
重
点
支
援
地
方
交

付
金
を
約
１・６
兆
円
追
加

す
る
措
置
に
つ
い
て
も
盛
り

込
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
末
に
閣
議

決
定
し
た
令
和
６
年
度
当
初

予
算
案
に
お
い
て
は
、
地

方
の
皆
様
の
関
心
が
高
い

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
・
地
方
創
生
関
連
予
算

と
し
て
、
約
１
０
５
０
億
円

を
計
上
し
て
お
り
、
う
ち

１
０
０
０
億
円
は
、「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
」
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

地
方
大
学
・
地
域
産
業
創
生

交
付
金
、
地
方
創
生
に
向
け

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
な
ど

に
所
要
額
を
計
上
し
て
い
ま

す
。市

議
会
議
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

財
政
面
で
の
支
援
策
も
積
極

的
に
活
用
い
た
だ
く
よ
う
、

地
方
公
共
団
体
と
連
携
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
地
方
の
思
い

を
大
切
に
し
、
地
方
創
生
に

取
り
組
む
幅
広
い
関
係
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
地
域
の
困

り
事
を
地
方
と
一
緒
に
な
っ

て
解
決
で
き
る
よ
う
、
時
代

の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
市
議
会
議
員
の

皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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増
額
す
る
方
針
を
表
明
し
た
。

総
務
省
は
１
月
９
日
、
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
被

災
し
た
各
自
治
体
に
対
し
、

地
方
交
付
税
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
３
月
に
交
付
す
べ
き

特
別
交
付
税
の
一
部
を
繰
上

げ
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
（
交
付
日
は
12
日
）。

対
象
は
計
51
団
体
（
新
潟
、

富
山
、
石
川
、
福
井
の
各
県

と
災
害
救
助
法
の
適
用
市
町

村
）。政

府
は
１
月
11
日
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
を
激
甚

災
害
と
し
て
指
定
す
る
こ
と

を
閣
議
決
定
。激
甚
災
害「
本

と
し
て
道
路
や
電
気
、
水
道

な
ど
イ
ン
フ
ラ
が
寸
断
さ
れ

た
状
態
の
地
域
が
あ
る
な
ど

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
被
災
し
た

各
県
は
発
災
当
日
、
災
害
救

助
法
を
適
用
し
た
。ま
た
、政

府
は
令
和
５
年

度
予
算
の
予
備

費
47
・
４
億
円

の
支
出
、
特
別

交
付
税
の
繰
上

げ
交
付
、
激
甚

災
害
指
定
、
特

定
非
常
災
害
指

定
な
ど
を
行
い
、

被
災
者
へ
の
支

援
や
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
を

急
い
で
い
る
。

本
会
で
は
、

令
和
６
年
能
登

半
島
地
震
に
関

す
る
緊
急
要
請

を
近
く
実
施

し
、
被
災
者
支

援
や
被
災
地
の

復
旧
・
復
興
の

推
進
等
に
つ
い

て
政
府・与
党・

関
係
各
所
に
要 千種区

東区

北区

西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区熱田区
中川区

港区
南区

守山区

緑区

名東区

天白区

犬山市

江南市

一宮市

稲沢市

小牧市

春日井市

瀬戸市

尾張旭市

岩倉市

津島市

愛西市

清須市

北名古屋市

日進市

みよし市

あま市

弥富市

豊明市

大府市
東海市

知多市

常滑市

半田市

知立市

刈谷市

安城市 岡崎市

豊田市

高浜市

碧南市

西尾市

蒲郡市
豊川市

豊橋市

新城市

田原市

東郷町

長久手市

豊山町

大口町

扶桑町

大治町

蟹江町

飛島村

阿久比町

東浦町

南知多町

美浜町

武豊町

幸田町

設楽町

東栄町

豊根村

葵区

駿河区

清水区

中区

東区

西区

南区

北区
浜北区

天竜区

湖西市

磐田市

袋井市

掛川市

菊川市

御前崎市

牧之原市

島田市

藤枝市

焼津市

森町

吉田町

川根本町

沼津市

熱海市

三島市

富士宮市

伊東市

富士市

御殿場市

下田市

裾野市

小山町

長泉町

清水町
函南町

西伊豆町

松崎町

南伊豆町

河津町

東伊豆町

伊豆の国市

伊豆市

恵那市

妙高市

南部町

福井市

敦賀市

小浜市

若狭町

おおい町

高浜町

美浜町

越前町

南越前町

大野市

勝山市

鯖江市

あわら市

越前市

坂井市

永平寺町

池田町

金沢市

七尾市

小松市

輪島市

珠洲市

能登町

穴水町

志賀町

中能登町

羽咋市

宝達志水町

加賀市

かほく市

白山市

能美市

川北町

野々市市

津幡町
内灘町

富山市

高岡市
魚津市

氷見市

滑川市
黒部市

砺波市
小矢部市

南砺市

射水市 舟橋村

上市町

立山町

入善町 朝日町

新潟市

長岡市

三条市

柏崎市

新発田市

小千谷市

加茂市

十日町市

見附市

村上市

燕市

糸魚川市

五泉市

上越市

阿賀野市

佐渡市

魚沼市

南魚沼市

胎内市

聖籠町

弥彦村
田上町

阿賀町

出雲崎町

湯沢町

津南町

刈羽村

関川村

粟島浦村
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　※ ■は災害救助法が適用される自治体

石川県
金沢市、七尾市、小松
市、輪島市、珠洲市、加
賀市、羽咋市、かほく
市、白山市、能美市、津
幡町、内灘町、志賀町、
宝達志水町、中能登
町、穴水町、能登町

新潟県

長野県

富山県

石川県

群馬県

埼玉県福井県
岐阜県

新潟県
新潟市、長岡市、三条市、
柏崎市、加茂市、見附市、
燕市、糸魚川市、妙高市、
五泉市、上越市、佐渡市、
南魚沼市、出雲崎町

政
府 

激
甚
災
害
指
定

災害救助法を適用災害救助法を適用

１
月
１
日
、
石
川
県
能
登

地
方
を
震
源
に
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
が
発
生
。
最
大

震
度
７
の
大
き
な
揺
れ
や
津

特
別
交
付
税

特
別
交
付
税  

繰
上
げ
交
付

繰
上
げ
交
付

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

波
に
よ
り
、
地
域
の
人
々
や

建
物
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
１
月
15
日
現

在
も
余
震
が
発
生
し
、
依
然

被
災
地
支
援
へ

被
災
地
支
援
へ
予
備
費
支
出

予
備
費
支
出

政
府
は
１
月
９
日
、
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
へ
の
支
援
の
た
め
、
令
和

５
年
度
予
算
の
予
備
費
の
う

ち
47
・
４
億
円
を
支
出
す
る

こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、食
料
や
水
、

毛
布
や
衛
生
用
品
な
ど
必
要

な
物
資
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援

（
国
が
被
災
都
道
府
県
か
ら

の
具
体
的
な
要
請
を
待
た
ず

に
行
う
支
援
）が
加
速
さ
れ
る
。

ま
た
、
岸
田
文
雄
首
相
は

１
月
14
日
の
会
見
で
、５
年
度

予
算
の
予
備
費
に
つ
い
て
１

０
０
０
億
円
以
上
の
更
な
る

支
出
を
行
う
ほ
か
、
６
年
度

予
算
の
予
備
費
を
１
兆
円
に

富山県
富山市、高岡市、氷見
市、滑川市、黒部市、砺
波市、小矢部市、南砺
市、射水市、舟橋村、上
市町、立山町、朝日町

福井県
福井市、あわら市、坂
井市

激
」
と
し
て
指
定
さ
れ
、
対

象
区
域
を
限
定
し
な
い
措
置

が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
道
路
や
港

湾
な
ど
イ
ン
フ
ラ
や
農
地
の

復
旧
事
業
等
に
対
す
る
国
庫

補
助
率
の
嵩
上
げ
措
置
（
１

～
２
割
程
度
）
や
中
小
企
業

に
関
す
る
特
別
の
助
成
を
は

じ
め
と
し
た
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
特
別
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
。

ま
た
、
政
府
は
同
日
、
同

災
害
を
特
定
非
常
災
害
に
指

定
す
る
閣
議
決
定
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
被
災
者
を
対

象
に
運
転
免
許
証
の
更
新
延

長
や
相
続
期
間
の
延
長
、
破

産
手
続
き
の
開
始
延
期
な
ど

行
政
上
の
特
例
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
。

激
甚
災
害・

激
甚
災
害・

特
定
非
常
災
害
指
定

特
定
非
常
災
害
指
定

新潟・富山・石川・福井の各県は１
月１日、令和６年能登半島地震の被
害を受けて災害救助法の適用を決
定した（適用日は同日）。

同法の適用により、避難所の設置
や被災者の救出、住宅の応急修理な
どに係る費用の５割から９割が国
庫負担される。対象は47市町村。

（対象自治体）
▽新潟県（14団体）

新潟市、長岡市、三条市、柏崎
市、加茂市、見附市、燕市、糸魚
川市、妙高市、五泉市、上越市、
佐渡市、南魚沼市、出雲崎町

▽富山県（13団体）
富山市、高岡市、氷見市、滑川
市、黒部市、砺波市、小矢部市、
南砺市、射水市、舟橋村、上市
町、立山町、朝日町

▽石川県（17団体）
金沢市、七尾市、小松市、輪島市、
珠洲市、加賀市、羽咋市、かほく
市、白山市、能美市、津幡町、内
灘町、志賀町、宝達志水町、中能
登町、穴水町、能登町

▽福井県（３団体）
福井市、あわら市、坂井市

望
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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地
方
負
担
分
を
確
保

政
策 
こ
ど
も

子
育
て

地
方
交
付
税
18・7
兆
円

令和６年度
地財対策令

和
6
年
度
の
地
方
財
政

対
策
は
昨
年
12
月
20
日
の
松

本
剛
明
総
務
大
臣
と
鈴
木
俊

一
財
務
大
臣
と
の
折
衝
で
合

意
し
、
同
22
日
に
総
務
省
が

発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、一
般
財

源
総
額
は
、交
付
団
体
ベ
ー

ス
で
前
年
度
を
0
・
6
兆
円

上
回
る
62・7
兆
円
、地
方
交

付
税
は
、0
・3
兆
円
上
回
る

18
・
７
兆
円
が
確
保
さ
れ
、6

年
連
続
で
前
年
度
を
上
回
っ

た
。ま
た
、特
例
的
な
地
方
債

の
臨
時
財
政
対
策
債
は
発
行

額
を
０
・
５
兆
円
と
し
て
、前

年
度
よ
り
0
・
5
兆
円
抑
制

し
た
。

総
務
省
で
は
、
６
年
度
地

方
財
政
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
▽
定
額
減
税
に
よ
る

減
収
へ
の
対
応
▽
こ
ど
も
・

子
育
て
政
策
の
強
化
に
係
る

地
方
財
源
の
確
保
▽
給
与
改

+

地  方

0.5 兆円
（▲ 0.5 兆円）

交 付 額

臨時財政対策債

18.7 兆円
（+ 0.3 兆円）

令和6年度　地方交付税の姿	 （総務省資料から）

※１ 表示単位未満四捨五入の関係
で積上げと合計が一致しない
場合がある。

※２ （  ）内は令和 5 年度地方財政
計画からの増減額

※３ 国の予算資料における「地方
交付税交付金等」は、交付税特
会への「入口」ベースの地方交
付税16.7兆円に、地方特例交
付金等1.1兆円を加えた17.8
兆円（＋1.4兆円）となる。

交
付
税
特
会
か
ら
の

「
出
口
」ベー
ス

国
国の一般会計

+2.0 兆円
（▲ 0.2 兆円）

交付税特別会計

16.7 兆円
（+0.5 兆円）

・交付税法定率分
（国税 4 税）

16.8兆円（▲0.1兆円）
※所得税の定額減税
（▲0.8兆円）を含む

・国税減額補正精算分等
▲0.5兆円（＋0.3兆円）

・法定加算・覚書加算
0.3兆円（＋0.3兆円）

・交付税法定率分
（地方法人税）

2.0兆円（+0.1兆円）
・特会借入金の元金償還金

▲0.5兆円（＋0.8兆円）
・特会借入金の利払金

▲0.2兆円（▲0.1兆円）
・特会剰余金の活用

0.05兆円（▲0.07兆円）
・機構準備金の活用

0.2兆円（＋0.1兆円）
・前年度からの繰越

0.5兆円（▲0.9兆円）

➡
交
付
税
特
会
への

「
入
口
」ベー
ス

定
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の

勤
勉
手
当
支
給
に
要
す
る
地

方
財
源
の
確
保
▽
物
価
高
へ

の
対
応
▽
震
災
復
興
特
別
交

付
税
の
確
保
を
挙
げ
て
い

る
。

歳入93.6兆円（+1.6）

歳出	93.6兆円（+1.6）

地方特例交付金等
1.1（＋0.9）
うち定額減税減収
補塡特例交付金

（仮称）0.9

国庫支出金
15.8（+0.8）

地方債等
11.4（＋0.2）

地方税・地方譲与税
45.5（▲0.0）

注 (　) 内は令和５年度
　 当初予算からの増減額

（うち特会剰余金
 ・機構準備金の活用 0.3）

（うち法定加算・覚書加算 0.3）
臨時財政対策債 0.5（▲0.5） 
建設地方債の増発 0.8（同額）

（単位：兆円）

地方交付税
18.7（+0.3兆円）

給与関係経費

給与改定分 ＋0.3
等

加速化プラン分（補助・単独） ＋0.8
こども・子育て単独事業分 ＋0.1
会計年度任用職員の勤勉手当分 ＋0.2
 等

20.2（＋0.3）
一般行政経費
43.7（+1.6）

投資的経費
12.0

（＋0.0）

公債費
10.9

（▲0.4）

その他
6.8

（+0.0）

財源不足額1.8兆円（▲0.2兆円）

令和6年度　地方財政対策	 （総務省資料から）

地方一般財源総額 65.7兆円（+0.6兆円）
地方一般財源総額（水準超経費除き） 62.7兆円（+0.6兆円）

定
額
減
税
に
よ
る

個
人
住
民
税
の
減
収

分
0
・
９
兆
円
に
つ

い
て
は
、
地
方
特
例

交
付
金
に
よ
り
、
そ

の
全
額
を
国
費
に
よ

り
補
塡
す
る
こ
と
と
し
、地
方

交
付
税
の
減
収
分
0・8
兆
円

は
、繰
越
金
や
自
然
増
収
に
よ

定額減税による定額減税による
減収への対応減収への対応

る
交
付
税
の
法
定
率
分
の
増

（
１・２
兆
円
）に
よ
り
対
応
す

る
と
し
、減
税
の
影
響
を
含
め

て
も
、適
切
に
地
方
財
源
を
確

保
。
な
お
、仮
に
減
税
が
な
け

れ
ば
、来
年
度
は
更
に
地
方
債

務
の
縮
減
が
可
能
だ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、特
別
会
計
借
入

岸
田
政
権
の
重
要

課
題
で
あ
る
「
こ
ど

も
・
子
育
て
政
策
」

に
お
け
る
「
こ
ど

も
・
子
育
て
加
速
化

プ
ラ
ン
」
の
地
方
負

担
分
に
つ
い
て
は
、
0
・
2

兆
円
を
確
保
し
た
ほ
か
、
地

方
が
そ
の
実
情
に
応
じ
て
行

う
独
自
の
こ
ど
も
・
子
育
て

政
策
（
ソ
フ
ト
）
に
つ
い
て

は
、
0
・
1
兆
円
を
一
般
行

政
経
費
（
単
独
）
と
し
て
計

上
し
た
（
右
下
掲
）。

ま
た
、
こ
ど
も
・
子
育
て

支
援
機
能
強
化
に
係
る
施
設

整
備
や
子
育
て
関
連
施
設
の

環
境
改
善
（
ハ
ー
ド
）
を
速

や
か
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、

新
た
に
「
こ
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
費
（
仮
称
）」
を

５
０
０
億
円
計
上
し
て
、「
こ

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
債

こども・子育てこども・子育て
政策の強化政策の強化

（
仮
称
）」
を
創
設
し
た
。
対

象
事
業
は
、
地
方
単
独
事
業

（
こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ
く

都
道
府
県
・
市
町
村
こ
ど
も

計
画
に
位
置
付
け
）
と
し
て

実
施
す
る
次
の
事
業
と
し
て

い
る
。

⑴
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
機

能
強
化
に
係
る
施
設
整
備

対
象
施
設
…
公
共
施
設
・

⒈ こども・子育て政策に係る地方単独事業（ソフト）の確保

⒉ 普通交付税の新たな算定費目「こども子育て費（仮称）」の創設

地方独自のこども・子育て施策（例）
※主に、地域の実情に応じて実施する現物給付事業を想定

「こども未来戦略」等に基づく地方団体の取組に係る財政需要と、既
存の算定費目のうち、こども・子育て政策に係る部分を統合し、普通
交付税の基準財政需要額に、測定単位を「18歳以下人口」とする新
たな算定費目「こども子育て費（仮称）」を創設

就労要件等を問わず
こどもを預けられる取組

幼稚園・保育所等の独自の
処遇改善・配置改善等

放課後児童クラブに
対する独自の支援

産前・産後ケアや伴走型
支援の充実 ひとり親家庭等への支援

こどもの居場所づくりへの
支援 結婚支援

金
償
還
の
円
滑
化
の
た
め
、後

年
度
に
0・２
兆
円
の
加
算
を

実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

社会福祉費
（測定単位：人口）

（保健）衛生費
（測定単位：人口） （仮称）

こども子育て費
（測定単位：１８歳以下人口）

道府県分・市町村分
それぞれに創設

「こども未来戦略」等に基づく
地方団体の財政需要

その他の教育費
（測定単位：人口）

子育てしやすい環境の整備
（職場環境整備等）

公
用
施
設（
▽
子
育
て
相

談
室
▽
遊
び
の
広
場
▽
科

学
、自
然
、音
楽
、調
理
な

ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
▽
子

育
て
親
子
の
交
流
の
場
）

⑵
子
育
て
関
連
施
設
の
環
境

改
善

対
象
施
設
…
児
童
館
、
保

育
所
な
ど
の
児
童
福
祉
施

設
、
障
害
児
施
設
、
幼
稚

既存費目のうち、
こども・子育て政策
に係る部分を統合

➡
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園
等
（
▽
空
調
、
遊
具
、

防
犯
対
策
設
備
の
設
置
▽

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
▽
園

庭
の
整
備
（
芝
生
化
）
▽

ト
イ
レ
の
洋
式
化
）

こ
の
ほ
か
総
務
省
で
は
、

給
与
改
定
・
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
に
要

す
る
地
方
財
源
に
つ
い
て
、

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

地
方
公
務
員
の
給
与
改
定
分

と
し
て
0・3
兆
円
、会
計
年

度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
支

給
分
と
し
て
0
・
2
兆
円
を

計
上
し
た
。
ま
た
、
自
治
体

施
設
の
光
熱
費
・
施
設
管
理

の
委
託
料
の
増
加
を
踏
ま
え
、

前
年
度
同
額
の
７
０
０
億
円

を
計
上
し
て
い
る
。

地
方
財
政
対
策
を
受
け

て
、
本
会
な
ど
地
方
六
団
体

は
昨
年
12
月
22
日
、
共
同
声

明
を
発
表
し
た
。

声
明
で
は
引
き
続
く
物
価

高
へ
の
対
応
や
少
子
化
が
深

刻
化
す
る
中
、
社
会
保
障
関

係
費
の
増
加
、
人
件
費
の
大

幅
増
、
こ
ど
も
・
子
育
て
政

策
の
強
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
・

脱
炭
素
化
・
地
方
創
生
の
推

進
、
防
災
・
減
災
対
策
等
に

係
る
歳
出
増
を
踏
ま
え
、
定

額
減
税
に
よ
る
減
収
懸
念
を

払
拭
し
、
一
般
財
源
総
額
、

地
方
交
付
税
と
も
に
前
年
を

上
回
る
額
が
確
保
さ
れ
た
こ

臨
時
財
政
対
策
債 

過
去
最
低
0.5
兆
円

地
方
財
政
の
健
全
化 
高
く
評
価

と
を
評
価
し
た
。
ま
た
、
臨

時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、

発
行
額
を
過
去
最
低
の
０
・

５
兆
円
ま
で
抑
制
し
、
残
高

も
大
幅
に
縮
減
し
、
地
方
財

政
の
健
全
化
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
高
く
評
価
し
た
。

一
方
で
地
方
財
政
の
巨
額

の
財
源
不
足
及
び
借
入
金
残

高
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
の
法
定
率
の
引
き
上
げ
な

ど
、
本
来
の
姿
に
立
ち
戻
っ

て
対
処
す
べ
き
で
、
今
後
と

も
特
例
措
置
に
依
存
し
な
い

持
続
可
能
な
制
度
の
確
立
を

求
め
た
。

（
全
文
を
下
掲
）

地
方
六
団
体
共
同
声
明

本日、令和６年度予算案が閣議決定され、地方財政対策が決定した。
引き続く物価高への対応や少子化が深刻化する中、社会保障関係費の増加はもとより、人件費の大幅増、

こども・子育て政策の強化やデジタル化・脱炭素化・地方創生の推進、防災・減災対策等に係る歳出増を
踏まえ、「地方の一般財源総額」について、定額減税による減収懸念を払拭し、水準超経費を除く交付団体
ベースで前年度を 0.6 兆円上回る 62.7 兆円を確保している。また、地方交付税総額については、前年度を 
0.3 兆円上回る 18.7 兆円を確保し、かつ、臨時財政対策債の発行額を過去最低の 0.5 兆円にまで抑制し、残
高も大きく縮減し、地方財政の健全化も図られている。これらを高く評価するとともに、政府・与党関係
者の格別の御高配に深く感謝申し上げる。

なお、地方財政における巨額の財源不足及び借入金残高に対しては、令和５年度補正予算における地方
交付税の増額により特例的に臨時財政対策債の償還財源が措置されたところであるが、地方交付税の法定
率の引上げなど、本来の姿に立ち戻り対処すべきであり、今後とも特例措置に依存しない持続可能な制度
の確立を目指していただきたい。

特に、こども・子育て政策については、「こども・子育て支援加速化プラン」の地方負担 0.2 兆円に加え、
地方の実情に応じて実施する地方単独事業（ソフト）0.1 兆円の新規計上及び「こども・子育て支援事業債

（仮称）」の創設など地方財源を確保いただき、また、地方公務員の給与改定 0.3 兆円及び会計年度任用職
員の勤勉手当支給 0.2 兆円の増額計上、物価高への対応として自治体施設の光熱費・施設管理の委託料の
増加を踏まえた 700 億円の計上などが盛り込まれており、地方の声を受け止めていただいたものと高く評
価し、深く感謝申し上げる。

我々は、国と一体となって、現下の課題である物価高を乗り越え、地域経済の活性化に取り組むととも
に、喫緊の最重要課題であるこども・子育て政策の強化や、地方創生の加速化・深化に向けた「デジタル
田園都市国家構想」の推進に全力で邁進していく所存である。政府におかれては、依然として地方財政は
厳しい見通しであることから、今後とも地方税財源の確保・充実を図られるよう強く求める。

令和５年12月22日
 地 方 六 団 体
 全国知事会会長 村井 嘉浩
 全国都道府県議会議長会会長 山 本 　 徹
 全国市長会会長 立谷 秀清
 全国市議会議長会会長 坊　 恭 寿
 全国町村会会長 吉田 隆行
 全国町村議会議長会会長 渡部 孝樹

令和6年度地方財政対策等についての共同声明（令和5年12月22日）令和6年度地方財政対策等についての共同声明（令和5年12月22日）
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▽
八
潮
市
（
埼
玉
県
）

〒
３
４
０
―
８
５
８
８

八
潮
市
中
央
１
―
２
―
１

☎
０
４
８
― 

９
３
４
―
５
９
２
６

フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
更
な
し

庁
舎
の
屋
根
か
ら
議
場
が

突
出
し
て
お
り
、
議
会
の
独

立
性
を
象
徴
す
る
よ
う
な
外

観
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
傍
聴
席
に
は
車
椅
子

等
使
用
者
席
や
親
子
傍
聴
席

が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

▽
糸
島
市
（
福
岡
県
）

〒
８
１
９
―
１
１
９
２

糸
島
市
前
原
西
１
―
１
―
１

電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
場
の
内
装
に
は
市
内
産

の
ス
ギ
な
ど
の
木
材
が
使
用

さ
れ
、
ぬ
く
も
り
の
溢
れ
る

空
間
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

傍
聴
席
に
は
親
子
傍
聴
席
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

新
庁
舎
落
成

八潮市役所新庁舎
（写真提供＝八潮市）

議場
（同左）

糸島市役所新庁舎
（写真提供＝糸島市）

議場
（同左）

▼
議
長

▽
由
利
本
荘

 

長
沼
久
利（
11・17
）

▽
朝
霞 

岡
﨑
和
広（
12・18
）

▽
能
美

 

田
中
大
佐
久（
12・20
）

▽
五
條 

福
塚　
実（
12・20
）

▽
鳴
門 

東
谷
伸
治（
12・20
）

▽
下
妻 

須
藤
豊
次（
12・21
）

▽
南
九
州

 

今
吉
賢
二（
12・26
）

▼
副
議
長

▽
由
利
本
荘

 

佐
藤
健
司（
11・17
）

▽
舞
鶴 

田
畑
篤
子（
11・28
）

▽
神
栖 

鈴
木
康
弘（
12・6
）

▽
阿
南 

武
田
光
普（
12・18
）

▽
能
美 

仙
台
謙
三（
12・20
）

▽
鳴
門 

高
麗
裕
之（
12・20
）

▽
下
妻 

宇
梶
浩
太（
12・21
）

▼
事
務
局
長

▽
能
美 

小
西
俊
明（
4・1
）

議
会
人
事

田た

中な
か
副そ

え
武む

氏
（
下
呂
市
議

会
議
長
）１
月
２
日
逝
去
、67

歳
。
葬
儀
は
１
月
５
日
、
市

内
で
執
り
行
わ
れ
た
。
喪
主

は
妻
の
幸
江
さ
ん
。

訃
報

社
会
保
障
関
係
費 

過
去
最
大

令
和
令
和
６６
年
度
予
算
案

年
度
予
算
案

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する
時事通信社 iJAMP「市議会最前線」。

令和６年１月は、奈良県香芝市議会が取り組
む「議会基本条例に基づく議会改革への取り
組み」を紹介しています。

iJAMP 「市議会最前線」 / 奈良県香芝市

文書質問・回答-香芝市公式ホーム

city.kashiba.lg.jp/site/shigikai/13772.html

香芝市議会HP「文書質問・回答」より

議会改革の取組▶▶　本記事は本会ウェブサイトで
ご覧になれます。

政
府
は
昨
年
12
月
22
日
、

令
和
６
年
度
予
算
案
を
閣
議

決
定
し
た
。
一
般
会
計
総
額

は
前
年
度
比
２
・
０
％
減
の

１
１
２
兆
７
１
７
億
円
。
一

般
会
計
総
額
の
規
模
が
１
０

０
兆
円
を
超
え
る
の
は
６
年

連
続
。

歳
出
面
で
は
、
社
会
保
障

関
係
費
が
前
年
度
比
２
・
３

％
増
の
37
兆
７
１
９
３
億
円

で
、
少
子
化
対
策
や
高
齢
化

に
よ
る
給
付
の
増
加
な
ど
に

よ
り
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

こ
ど
も
家
庭
庁
予
算
は
前
年

度
比
９
・
８
％
増
の
５
兆
２

８
３
２
億
円
で
、
児
童
手
当

の
拡
充
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ

た
。防

衛
関
係
費
は
、
７
兆
９

１
７
２
億
円
で
前
年
度
比

16
・
６
％
と
過
去
最
大
と
な

っ
た
も
の
の
、
昨
年
度
行

わ
れ
た
防
衛
力
強
化
資
金

繰
入
が
計
上
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
そ
れ
を
含
め
た

前
年
度
比
で
は
22
・
１
％ 

の
減
と
な
っ
た
。

予
備
費
は
５
０
０
０
億
円

で
前
年
度
と
同
額
と
さ
れ
た

も
の
の
、
後
に
政
府
は
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
の
復

旧
・
復
興
の
た
め
に
１
兆
円

へ
増
額
を
行
う
方
針
と
し
た

（
６
面
に
地
震
関
係
記
事
）
。

地
方
交
付
税
交
付
金
に
つ

い
て
は
、前
年
度
比
８・５
％

増
の
17
兆
７
８
６
３
億
円
が

確
保
さ
れ
た
。

歳
入
面
で
は
、
租
税
及
び

印
紙
収
入
が
前
年
度
比
０
・

２
％
増
の
69
兆
６
０
８
０
億

円
で
過
去
最
大
と
な
り
、
公

債
金
は
前
年
度
比
１・９
％

減
の
34
兆
９
４
９
０
億
円

だ
っ
た
。

https://www.city.kashiba.lg.jp/site/shigikai/13772.html
https://www.city.kashiba.lg.jp/site/shigikai/13772.html
https://www.si-gichokai.jp/toppage/bn_r/gkaikaku/index.html
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８
６
２
人
（
80
・

３
％
）、
女
性
議

員
は
昨
年
か
ら
３

４
１
人
増
加
の
３

６
４
８
人
（
19
・

７
％
）と
な
り
、調

査
開
始
以
来
最
も

女
性
議
員
の
割
合

が
高
く
な
っ
た
。

女
性
議
員
の
数

と
割
合
は
調
査
開

始
時
の
平
成
20

年
（
２
７
６
１
人
、

直
近
10
年
で
の
議
員
の
性

別
構
成
の
推
移
に
つ
い
て
表

①
に
ま
と
め
た
。

男
性
議
員
は
前
回
調
査
か

ら
４
３
１
人
減
少
の
1
万
４

女
性
議
員  

前
年
か
ら
341
人
増

平
均
年
齢
は
横
ば
い

本 会本 会
調 べ調 べ

年齢構成（歳）
議員数（人） 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

以上
平均
年齢

男性 14,862 124 807 2,332 3,458 4,886 3,044 211 59.3歳

女性 3,648 36 254 656 1,047 1,224 417 14 56.7歳

合計 18,510 160
(0.9%)

1,061
(5.7%)

2,988
(16.1%)

4,505
(24.3%)

6,110
(33.0%)

3,461
(18.7%)

225
(1.2%) 58.8歳

表②　議員の年齢構成

※割合 (％）は、小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合がある

26年 27年 28年 29年 30年 元年 2年 3年 4年 5年

男性 16,998
(86.2%)

16,585
(85.6%)

16,468
(85.4%)

16,327
(85.2%)

16,134
(84.8%)

15,769
(83.5%)

15,676
(83.2%)

15,514
(82.8%)

15,293
(82.2%)

14,862
(80.3%)

女性 2,711
(13.8%)

2,785
(14.4%)

2,816
(14.6%)

2,845
(14.8%)

2,888
(15.2%)

3,120
(16.5%)

3,167
(16.8%)

3,224
(17.2%)

3,307
(17.8%)

3,648
(19.7%)

合計 19,709 19,370 19,284 19,172 19,022 18,889 18,843 18,738 18,600 18,510

表①　議員の性別構成の推移（直近 10 年）

議
員
の
性
別・年
齢
構
成

議
員
の
性
別・年
齢
構
成

0

57.5

60.0

令和 5年令和元年平成 27 年平成 23 年

(歳)

57.7
58.2

58.8 58.8

グラフ①　議員の平均年齢の推移構成
（統一地方選実施年）

12・６
％
）か
ら
毎
年
増
加
傾

向
が
続
い
て
お
り
、
累
計
で

８
８
７
人
の
増
と
な
っ
て
い

る
。議

員
の
年
齢
構
成（
表
②
）

を
男
女
合
計
で
見
る
と
、
60

代
が
最
も
多
く
、
議
員
全
体

の
33・0
％
を
占
め
、次
い
で

50
代
の
24
・
3
％
、
70
代
の

18・7
％
と
続
い
て
い
る
。

男
女
合
わ
せ
て
の
平
均
年

齢
は
58
・
8
歳
で
、
前
回
の

統
一
地
方
選
が
行
わ
れ
た
令

和
元
年
と
同
水
準
と
な
っ
た
。

議
員
の
平
均
年
齢
は
調
査
開

始
以
来
上
昇
傾
向
が
続
い
て

い
た
が
、
そ
の
傾
向
に
歯
止

議
員
の
在
職
年
数

議
員
の
在
職
年
数

在職年数
議員数（人）

5年
未満

5～10
年未満

10～20
年未満

20～30
年未満

30～40
年未満

40～50
年未満

50年
以上

男性 14,862 4,804 3,225 4,808 1,610 323 86 6

女性 3,648 1,751 701 833 312 45 6 0

合計 18,510 6,555
(35.4%)

3,926
(21.2%)

5,641
(30.5%)

1,922
(10.4%)

368
(2.0%)

92
(0.5%)

6
(0.0%)

表③　議員在職年数

※市議会議員としての在職年数
※割合 (％）は、小数点以下第 2位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合がある

議
員
の
在
職
年
数（
表
③
）

を
見
る
と
、
統
一
地
方
選
が

行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
「
５

年
未
満
」
の
35
・
４
％
が
最

多
と
な
っ
た
。

年 26年 27年 28年 29年 30年 元年 2年 3年 4年 5年

議員数（人） 19,709 19,370 19,284 19,172 19,022 18,889 18,843 18,738 18,600 18,510

在職10年未満の
議員数、割合
（人、%）

10,733
(54.5%)

10,772
(55.6%)

10,990
(57.0%)

9,526
(49.7%)

9,715
(51.1%)

10,696
(56.6%)

10,406
(55.2%)

9,016
(48.1%)

9,285
(49.9%)

10,481
(56.6%)

表④　在職 10 年未満議員の全体に占める割合の推移

め
が
か
か
っ
た
（
グ
ラ
フ

①
）。男女

別
の
平
均
年
齢
で
は
、

男
性
議
員
が
59・３
歳
、女
性

議
員
が
56・７
歳
で
、女
性
議

員
が
男
性
議
員
よ
り
２
・
６

歳
若
い
結
果
と
な
っ
た
。

本
会
は
、市
議
会
議
員
現
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、「
市
議
会
議
員
の
属
性
に
関
す
る
調
（
令

和
５
年
７
月
集
計
）」
と
し
て
公
表
し
た
。
女
性
議
員
の
割
合
は
、
前
年
か
ら
３
４
１
人
増
加
し
、

全
議
員
の
19
・
7
％
を
占
め
た
。
議
員
の
平
均
年
齢
は
全
体
で
58
・
８
歳
と
、
前
回
の
統
一
地
方

選
時
（
令
和
元
年
）
か
ら
横
ば
い
と
な
っ
た
。
調
査
は
全
国
８
１
５
市
区
を
対
象
に
実
施
、
回

答
時
（
令
和
5
年
7
月
1
日
現
在
）
の
議
員
数
は
1
万
８
５
１
2
人
だ
っ
た
。
※
性
別・年
齢
を

非
公
表
と
し
て
い
る
議
員
2
名
を
除
い
て
集
計
。

令
和
５
年

令
和
５
年  

市
議
会
議
員
の
属
性
に
関
す
る
調

市
議
会
議
員
の
属
性
に
関
す
る
調
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市　章

【
市
の
概
要
】

▽
人
口　
24
万
５
６
０
４
人

（
令
和
５
年
12
月
１
日
）

▽
面
積　
35・70
㎢

▽
歴
史
・
沿
革
　
本
市
は
神

奈
川
県
の
中
南
部
、
東
京
か

ら
西
に
50
ｋｍ
あ
ま
り
に
位
置

し
、
四
季
を
通
じ
て
温
暖
と

い
う
環
境
か
ら
、
明
治
か
ら

昭
和
初
期
に
か
け
て
は
湘
南

の
別
荘
地
と
し
て
発
展
し
た
。

海
や
丘
陵
、
川
な
ど
自
然
に

恵
ま
れ
た
住
み
よ
い
条
件
の

中
で
、東
京・横
浜
方
面
へ
の

交
通
の
利
便
性
を
背
景
に
都

市
化
が
進
ん
で
き
た
。
昭
和

22
年
に
市
制
を
施
行
後
、
平

成
元
年
に
人
口
20
万
人
を
超

え
、
平
成
28
年
に
は
保
健
所

政
令
市
に
指
定
さ
れ
た
。

▽
シ
ン
ボ
ル　
「
チ
ガ
サ

キ
」
の
「
チ
」
を
図
案
化
し

た
円
形
は
、
市
の
融
和
と
団

結
を
あ
ら
わ
し
、
翼
状
平
行

線
は
市
勢
の
飛
躍
、
発
展
を

象
徴
し
て
い
る
。
市
の
木
は

ア
カ
シ
ア
、
市
の
花
は
つ
つ

じ
、
市
の
鳥
は
シ
ジ
ュ
ウ
カ

ラ
。

【
議
会
の
概
要
】

▽
議
員
定
数　

28
人
（
現

在・男
性
19
人
、
女
性
８
人
）

▽
前
回
選
挙　
令
和
５
年
４

月
23
日
執
行　
立
候
補
38
人
、

投
票
率
38・49
％

▽
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
　
令
和

5
年
3
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ
ー

レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
議
会
運
営
を
開
始
す
る

と
と
も
に
、
ウ
ェ
ブ
会
議
等

を
推
進
し
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
議
会
基
本
条
例
に
、
正
副

議
長
選
挙
に
お
け
る
所
信
表

明
を
新
た
に
規
定
し
、
開
か

茅ヶ崎サザン C（写真提供＝茅ヶ崎市）

本
市
は
湘
南
の
海
に
面
し

た
温
暖
な
ま
ち
で
す
。
大
小

様
々
な
神
輿
が
海
岸
に
集
ま

り
、「
ど
っ
こ
い
、
ど
っ
こ

い
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
乱

舞
す
る
「
浜
降
祭
」
は
茅
ヶ

崎
の
夏
の
風
物
詩
で
、
私
も

毎
年
神
輿
を
担
い
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
湘
南
サ
ウ
ン
ド

を
代
表
す
る
加
山
雄
三
さ
ん
、

サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

桑
田
佳
祐
さ
ん
ら
の
出
身
地

で
も
あ
り
、
本
年
9
月
に
は

加
山
雄
三
さ
ん
が
47
年
ぶ
り

5
人
目
の
名
誉
市
民
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は

さ
が
み
縦
貫
道
路
が
開
通
し

車
で
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な

り
、
令
和
7
年
に
は
道
の
駅

の
開
設
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
お
越
し

く
だ
さ
い
。

議
長
の
話

議
長
の
話

茅
ヶ
崎
市

委
員
長
市
紹
介

第14回第14回

れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
る
。

岸
きし

 正
まさ

明
あき

議長

議
員
の
兼
業
状
況
の
調
査

結
果
か
ら
、
専
業
議
員
の
数

と
割
合
お
よ
び
直
近
10
年
の

推
移
を
表
⑤
、
グ
ラ
フ
②
に

ま
と
め
た
。

専
業
議
員
の
割

合
は
、全
体
で
46・

８
％
で
、
前
年
か

ら
０・６
㌽
減

少
し
た
。
男
女

別
で
は
、
男
性

が
42
・
１
％
と

前
年
比
０・８

㌽
減
、
女
性
が

65
・
８
％
で
前

年
か
ら
２・２

㌽
減
。

直
近
10
年
の

推
移
を
見
る
と
、

男
女
合
計
の
専

業
割
合
は
毎
年

議
会
事
務
局
職
員
数

議
会
事
務
局
職
員
数

市
議
会
事
務
局
の
人
口
段

階
別
の
平
均
職
員
数
は
表
⑥

の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

増
加
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
そ

の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
っ

た
。ま

た
、
一
貫
し
て
男
性
よ

グラフ②　議員の専業割合の推移（直近 10 年）
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議
員
の
兼
業
状
況

議
員
の
兼
業
状
況

り
女
性
の
方
が
専
業
割
合
が

高
い
傾
向
に
あ
る
。

兼
業
し
て
い
る
議
員
の
最

多
職
業
は
「
農
業・林
業
」
で
、

専
業
を
含
め
た
全
体
の
９
・

5
％
。
次
い
で「
卸
売・小
売

業
」
の
５・１
％
、「
サ
ー
ビ

ス
業
（
他
に
分
類
さ
れ
な
い

も
の
）」
４・８
％
と
な
っ
た
。

人 口
（人）

5万
未満

5～
10万
未満

10～
20万
未満

20～
30万
未満

30～
40万
未満

40～
50万
未満

50万
以上

指定
都市 全国

市 区 数 299 237 147 48 30 19 15 20 815
平均職
員数（人） 4.5 6.0 8.6 13.2 16.3 17.7 20.3 33.8 7.9

※臨時・非常勤職員を除く
表⑥市議会事務局職員数（全国・人口段階別平均職員数）
※割合 (％）は、小数点以下第 2位を四捨五入している

性別 議員数（人） 専業議員（人）

男性 14,862 6,257
（42.1％）

女性 3,648 2,402
（65.8%）

合計 18,510 8,659
（46.8％）

表⑤　専業議員の状況

※かっこ内は性別・合計の議員数に占める割合

在
職
年
数
10
年
未
満
の
議

員
の
割
合
は
男
女
合
計
で

56・6
％
（
１
０
４
８
１
人
）

と
な
り
、
前
回
の
統
一
地
方

選
が
行
わ
れ
た
令
和
元
年
と

同
水
準
と
な
っ
た
（
10
面
表

④
）。
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年頭所感　
岸田 文雄  内閣総理大臣
松本 剛明  総務大臣
河野 太郎  デジタル大臣
自見はなこ  内閣府特命担当大臣
   (地方創生)
新春ご挨拶
坊　 恭寿  全国市議会議長会会長
渡部 孝樹  全国町村議会議長会会長

■ 特集
▶ 今こそ主権者教育を

 全国都道府県議会議長会会長
	 山 本 　 徹

▶ 主権者教育は、若者と政治が
 つながる未来をつくる

読売新聞東京本社教育ネットワーク事務局
	 渡 辺 嘉 久

▶ 出前授業で主権者教育！
 東京都小金井市議会議員
	 水 谷 た かこ

■ 現地報告
青森県六戸町／閉校前の高校生と、 
議員全員で模擬議会開催！
六戸町議会議長 下 田 敏 美
千葉県酒々井町／ふるさと学習を
通した主権者教育の推進
酒々井町教育委員会　酒々井学担当	
	 	 	 一 場 郁 夫
佐賀県多久市／子ども議会＆出前 
授業　議会主導で主権者教育
多久市議会議長	 野 北 　 悟

共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

A４判・68頁・定価831円（年間購読料 9,972円）
議員研修誌 月刊 地方議会人

2024

1 １月号	 持続的に発展する日本へ
２月号	 デジタル化は誰のため？
３月号	 地方の視点から見てみよう、新年度政府予算
４月号	 こども政策の新展開　
５月号	 政策づくりのポイントとは？　
６月号	 さまざまな人材を、地方議会へ！
７月号	 防災マネジメント　関東大震災から 100 年　
８月号	 統一地方選・検証
９月号　議員間合意のつくりかた
10月号　「議員報酬」を考える	２
11月号　「ひと」の集まる地域づくり
12月号　メディアと地方議会

2023 年バックナンバー覧 その他の年は
こちら！▶▶　

■ 特集
▶ 地方議員の政策づくり、6つの戦略

「政策に強い議員」 をめざそう／礒崎初仁
■ 現地報告　岩手県奥州市議会
▶ 民意実現のためにスピード重視の政策へ／菅原由和
▶ 宮田村むらづくり基本条例に基づき
　 持続的な議会改革を／天野早人
■ 連載（議会運営講座） 
▶ 一般質問パワーアップ・ブック
　 いかに政策に結びつけるか／牛山久仁彦
■ 連載（広報・研修資料） 

▶ 議会広報紙を見やすく、わかりやすく／吉村　潔

「月刊	地方議会人」サンプル版ではデジタルブッ
クで地方議会議員・議会事務局の方々に好評の特
集、現地報告 2本、連載 2本を「無料」で読むこと
ができます！デジタルブックサンプル版の内容は
下記のとおりです。

サンプル版は
こちら！▶▶　「月刊 地方議会人」デジタルブック

サンプル版はじめました！

当書籍一部「第2章まで（Q&A6項目）」をデジタルブックにて
ホームページに無料掲載！

サンプル版は
こちら！▶▶　

※	過去の特集・連載など必要な号だけのご注文もできます。

〒102-0082
東京都千代田区一番町25番地
全国町村議員会館3F

株式会社		中 央 文 化 社
http://chuobunkasha.com/

▶ ▶ ▶ご購入に際しての「お申し込み」
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主権者教育の新展開 地方自治法改正を活かす

年頭所感　岸田文雄 内閣総理大臣

■ 現地報告

青森県六戸町／千葉県酒々井町／佐賀県多久市

松本　剛明　総務大臣
河野　太郎　デジタル大臣
自見はなこ　内閣府特命担当大臣（地方創生）

新春ご挨拶
坊　恭寿　全国市議会議長会会長
渡部孝樹　全国町村議会議長会会長

■ 特集
今こそ主権者教育を
／山本　徹（全国都道府県議会議長会会長）
主権者教育は、若者と政治がつながる
未来をつくる／渡辺嘉久
出前授業で主権者教育！／水谷たかこ
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12723071639 坂部「地方議会人」2024年
１月号 表1-4_06

表 1 表 4
背幅 3ミリ

TEL  03 ― 3264 ― 2520

メールでのお問い合わせはこちら

受付
時間 9:30 ― 17:30（土・日・祝日除く）

地方議会には地方自治法や会議規則などさまざまなルールがあ
り、一読しただけで理解するのはとても困難です。本書は毎回テー
マを定め、Q＆A形式で重要なポイントを解説しています。

難解な法令・条例・行政実例の理解を助け、地方議員の皆様の
議会活動をサポートし、議会運営の疑問に答える書籍となります。

議員の方々だけでなく、議会事務局の方々も、Q&A形式で重要
なポイントがわかりやすく理解できます！

鵜沼 信二　著 （元全国都道府県議会議⻑会事務局次⻑）
価格　2,750円 （税込・送料別）
Ａ５判　204頁 （2023年9月22日発行）

ポ イ ン ト 別 で わ か り や す い！ 
地 方 議 会・ 議 員 の 基 礎 知 識　

第 1回	議会・議員の役割と長との	
関係／議員の身分の発生と	
喪失

第 2回	兼業禁止（請負禁止）
第 3回	議員の地位と処遇
第 4回	議員の仕事
第 5回	日常の議員活動
第 6回	視察
第 7回	議会の権限
第 8回	議員の権限

第 9回	議員の権限 （2）
第10回	懲罰と処分要求
第11回	議会の招集と会期
第12回	議案の提出と審議
第13回	質問と質疑
第14回	動議
第15回	請願・陳情
第16回	除斥
第17回	修正
第18回	修正、事件の撤回及び訂正

第19回	討論
第20回	表決（採決）
第21回	発言の取り消しと訂正
第22回	委員会（制度編）
第23回	委員会（運営編）
第24回	一事不再議の原則
第25回	継続審査（調査）制度
第26回	会議の公開と秘密会
第27回	議会と長の関係

難解な法令・条例・行政実例の理解を助け、
議員活動・議会運営力アップには…

中央文化社の
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